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〝
秩
父
宮
殿
下
の
立
山
ス
キ
ー
登
山
〟

　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
五
月
、
秩ち
ち
ぶ
の
み
や

父
宮
雍や
す
ひ
と仁
親
王
（
大
正

天
皇
第
二
皇
子
）
が
皇
族
と
し
て
初
め
て
積
雪
期
の
立
山
に
ス

キ
ー
登
山
を
果
た
し
ま
し
た
。
五
月
五
日
に
東
京
を
出
発
、
七

日
か
ら
十
二
日
ま
で
五
泊
六
日
で
立
山
登
山
、
十
三
日
帰
京
と

い
う
日
程
で
し
た
。

　

大
正
時
代
は
全
国
的
に
大
衆
登
山
ブ
ー
ム
が
起
き
て
お
り
、
皇

族
に
よ
る
立
山
登
山
も
大
正
八
年
八
月
の
東ひ
が
し
く
に
の
み
や

久
邇
宮
稔な
る
ひ
こ彦
王
と

大
正
十
年
七
・
八
月
の
朝あ
さ
か
の
み
や

香
宮
鳩や
す
ひ
こ彦

王
の
二
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
夏
山
の
登
山
で
あ
り
、
積
雪
期
の
登
山
は
秩
父
宮
が

初
め
て
で
し
た
。

　

こ
の
登
山
に
関
す
る
一
連
の
書
類
を
ま
と
め
た
簿
冊
が
地
方

自
治
法
施
行
前
公
文
書
の
中
に
あ
り
ま
す
（
整
理
番
号B-6

）。

　

秩
父
宮
付
別
当
か
ら
富
山
県
知
事
伊
東
喜
八
郎
に
宛
て
ら
れ

た
大
正
十
三
年
四
月
三
十
日
付
の
電
報
文
で
は
、「
秩
父
宮
殿
下

五
月
六
日
富
山
御
着
立
山
御
登
山
十
二
日
富
山
御
発
御
帰
京
ノ

御
予
定
ニ
ツ
キ
御
内
報
ス
委
細
文
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
来
県
に
関
す
る
詳
細
（
四
月
二
十
九
日
付
）
が
秩
父
宮

付
別
当
山
邊
知
春
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
富
山
県
知
事
か
ら
、
立
山
は
天
候

の
変
動
が
大
き
く
冬
季
は
至
難
で
あ
る
た
め
時
季
の
変
更
や
宿

泊
予
定
施
設
の
状
態
を
調
査
す
る
た
め
の
猶
予
を
願
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
秩
父
宮
の
軍
務
の
関
係
で
日
程
の
変
更

が
困
難
で
あ
る
と
し
て
予
定
の
日
取
り
で
決
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
秩
父
宮
の
来
県
ま
で
の
間
に
、
頻
繁
に
電
報
で
日

程
等
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
急
ピ
ッ

チ
で
担
当
部
署
・
人
員
の
配
置
や
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

な
お
、登
山
前
に
県
庁
及
び
呉
羽
山
野
立
所
・
薬
学
専
門
学
校
・

師
範
学
校
・
広
貫
堂
を
訪
問
し
、
南
富
山
駅
か
ら
芦
峅
寺
に
向

か
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
�

　
（
簿
冊
表
紙　

縦
28.0
㎝
×
横
19.5
㎝
）
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昨
秋
、
富
山
県
公
文
書
館
に
お
い
て

開
催
し
た
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書

館
と
の
共
催
展
で
あ
る
、
富
山
県
置
県

一
四
〇
年
記
念
・
令
和
五
年
度
国
立
公

文
書
館
所
蔵
資
料
展
「
日
本
の
近
代
教

育
の
あ
ゆ
み
と
富
山
」
に
合
わ
せ
、
国

立
公
文
書
館
の
鎌
田
館
長
が
来
県
さ
れ

ま
し
た
。
当
館
で
の
意
見
交
換
や
展
示

視
察
の
ほ
か
、
県
庁
に
お
い
て
新
田
知

事
及
び
南
里
経
営
管
理
部
長
と
も
懇
談

さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
田
館
長
は
、
早
稲
田
大
学
前
総
長

で
、
総
長
時
代
の
平
成
三
十
年
一
月

に
、
富
山
県
で
は
初
と
な
る
「
県
内
就

職
支
援
・
人
材
還
流
に
関
す
る
協
定
」

（
就
職
支
援
協
定
）
を
締
結
さ
れ
た
思

い
出
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

協
定
を
機
に
早
稲
田
大
学
生
と
県
内
企

業
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
地
方
創
生
に
繋

が
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
毎
年
実
施
す
る
な

ど
、
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
館
に
と
っ
て
初
め
て
の
経

験
と
な
っ
た
国
立
公
文
書
館
と
の
共
催

展
で
す
が
、
開
催
の
約
半
年
前
か
ら
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
展
示
の
構
成
、
資
料

選
定
を
、
両
館
で
細
か
に
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
詰
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
、
国
立
公
文
書
館
か
ら
は
、

教
育
制
度
の
変
遷
に
関
わ
る
法
令
等
の

公
文
書
や
、
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た

方
々
の
叙
勲
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
、

一
方
、
当
館
や
富
山
県
内
関
係
機
関
か

ら
は
、
郷
土
に
関
す
る
教
材
や
学
校
関

係
資
料
を
、
各
々
補
い
合
い
な
が
ら
展

示
し
、
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
共
催
展
を
国
立
公
文
書
館
で
担

当
い
た
だ
い
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
何
度

も
展
示
会
を
経
験
さ
れ
て
い
る
鈴
木
公

文
書
専
門
官
で
す
。
鈴
木
専
門
官
は
、

共
催
展
の
た
め
に
四
度
の
来
県
と
通
算

八
日
間
滞
在
さ
れ
、
開
催
準
備
や
展
示

説
明
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
準
備
い
た

だ
い
た
展
示
資
料
の
中
で
は
、
関
東
大

震
災
の
火
災
の
影
響
で
変
色
し
た
「
教

育
勅
語
」
の
公
布
原
本（
複
製
）や
、「
大

日
本
帝
国
憲
法
」
の
全
条
文
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
七
メ
ー
ト
ル
超
に
長
尺
化
し

た
公
布
原
本（
複
製
）が
、
特
に
印
象
的

で
し
た
。
こ
う
し
た
工
夫
を
凝
ら
し
た

展
示
や
鈴
木
専
門
官
に
よ
る
興
味
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
展
示
説
明
会
で

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
当
館
職

員
も
大
変
刺
激
を
も
ら
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
国
立
公
文
書
館
と
の
共
催
展

を
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
当
館
と
し
て

大
変
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
多
く
の
学

び
を
得
る
と
同
時
に
、
職
員
同
士
の
つ

な
が
り
を
広
げ
る
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
国
立
公
文
書
館
を
は
じ

め
他
館
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
県

政
や
県
の
歴
史
の
普
及
啓
発
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

十
一
月
三
十
日
（
木
）、
実
務
担
当

者
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
石
川
県
文

化
財
保
存
修
復
協
会
常
務
理
事
の
川
口

法
男
氏
に
よ
る
講
義
と
実
習
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
に
、
十
五
機
関
、
二
十
三

名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に

川
口
氏
が
四

件
の
修
復
事

例
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま

し
た
。

①
『
成
瀬
正
居
日
記
』（
金
沢
大
学
附

属
図
書
館
所
蔵
）。
虫
損
が
激
し
く
、

綴
り
を
外
し
て
一
枚
ず
つ
本
紙
を
広
げ

て
調
書
を
作
成
。
本
紙
の
一
行
目
の
数

文
字
を
書
き
出
し
て
番
号
札
を
つ
け
る
。

損
傷
が
激
し
い
も
の
は
薄
い
美
濃
紙
で

裏
打
ち
を
し
て
元
の
体
裁
に
。

②
『
御
留
帳
』（
加
越
能
文
庫
、
金
沢

市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
）。

強
い
酸
性
劣
化
で
危
険
な
状
態
。
細
い

筆
で
本
紙
を
平
ら
な
状
態
に
伸
ば
し
て

美
濃
紙
で
裏
打
ち
す
る
。

③
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（
珠
洲
市

立
珠
洲
焼
資
料
館
保
管
）。
二
度
の
火

災
に
遭
遇
し
た
「
焼
け
経
」。
修
復
用

の
楮
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
紙
を
重
ね
て
打

ち
紙
を
す
る
。
歯
科
医
用
の
研
磨
機
で

表
面
に
傷
を
つ
け
ト
レ
ー
ス
す
る
。
型

取
り
し
た
紙
を
置
い
て
裏
打
ち
す
る
。

④
『
石
黒
信
由
関
係
資
料
』（
射
水
市

高
樹
会
所
蔵
）。
信
由
は
加
賀
藩
の
地

図
類
を
作
成
。
一
紙
ご
と
に
紙
縒
り
の

位
置
そ
の
他
を
正
確
に
調
書
を
と
っ
て

番
号
札
を
つ
け
る
。
繕
い
用
の
紙
に
は

厚
み
が
あ
る
た
め
医
療
用
の
メ
ス
で
削

い
で
型
取
り
を
行
う
。

　

次
に
助
手
の
山
口
一
徳
氏
に
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
実
習
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
を
行
い
、
参
加
者
が
繕
い

を
実
践
し
ま

し
た
。
各
自

が
繕
い
紙
に

細
筆
で
水
線

を
引
き
竹
べ

ら
で
な
ぞ
っ

て
紐
状
に
引

き
ち
ぎ
る
喰

裂
（
く
い
さ
き
）
の
手
法
を
体
験
し
ま

し
た
。
参
加
者
に
と
っ
て
文
化
財
修
復

の
高
度
で
繊
細
な
技
術
を
間
近
で
見
た

り
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

館
長　

藤
本　

治
男

館
長
館
長長
館
長長

藤
本

治
男男男

藤
本

治

本

館
長　

藤
本　

治
男

国
立
公
文
書
館
と
の

　
　
　
　

共
催
展
を
経
て

国
立
公
文
書
館
と
の

　
　
　
　

共
催
展
を
経
て

国
立
公
文
書
館
と
の

　
　
　
　

共
催
展
を
経
て

川口法男 氏

実習の様子
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平
成
三
十
年
に
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た

浅
井
氏
収
集
文
書
の
な
か
に
、「
徳
川

家
康
書
状
」
が
あ
り
ま
す
（
整
理
番
号

一-

１-

14
）。
管
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、

家
康
の
発
給
し
た
文
書
は
県
内
に
二
点

確
認
で
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
点
が

本
状
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
館
で
は
、『
富
山
県
史
』
編
纂
時
に

当
該
史
料
を
採
訪
し
作
成
し
た
複
写
物

か
ら
平
成
十
七
年
に
目
録
化
し
て
お
り
、

存
在
自
体
は
衆
知
の
こ
と
で
し
た
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
業
務
多
端
の
折
か
ら

調
査
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
に
よ
る
家
康
ブ
ー
ム
に
触
発
さ
れ
、

改
め
て
本
状
に
注
目
し
て
み
る
と
内
容

も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
来
歴
に
つ
い
て

も
興
味
深
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
来
歴
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
何

度
か
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
等
の
調
査

が
入
っ
て
お
り
、
所
蔵
者
も
転
々
と
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

本
状
に
関
し
て
最
初
に
調
査
が
さ
れ

た
の
は
、
お
そ
ら
く
国
文
学
者
小
杉
榲す
ぎ

邨む
ら

が
全
国
の
寺
社
・
旧
家
の
古
文
書
を

書
写
・
抄
録
し
た
時
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
成
果
物
『
徴
古
雑
抄
』
に
は
本
状

が
謄
写
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
書
写
時

期
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
。
た
だ
所
蔵
者

が
「
西
砺
波
郡
戸
出
町　

川
合
林
穀
」

と
あ
り
、
そ
の
後
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
の
一
回
目
の
調
査
が
入
っ
た
の

が
明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）で
こ
の

時
の
所
蔵
者
が
林
穀
の
次
の
当
主
鍋
石

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
明

治
三
十
二
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
宛
名
は
小
杉
が
謄
写
し
た
頃
か

ら
既
に
切
り
取
ら
れ
て
お
り
不
明
で
す
。

同
編
纂
所
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

に
も
本
状
を
影
写
し
て
い
ま
す
が
、
当

時
の
所
蔵
者
は
「
東
砺
波
郡
般
若
野
村

常
国　

浅
井
清
四
郎
」
に
移
っ
て
お
り
、

し
か
も「
徳
川
家
康
書
状（
写
）」と
な
っ

て
い
た
た
め
、
今
回
改
め
て
同
編
纂
所

に
見
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
現
物
で
あ

る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

次
に
当
時
の
家
康
を
め
ぐ
る
状
況
に

つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）、
家
康
は
会
津
の
上
杉

景
勝
を
討
伐
す
る
た
め
七
月
二
十
四
日

に
下
野
国
小
山
に
到
着
し
ま
す
が
、
石

田
三
成
挙
兵
の
報
を
受
け
て
軍
議
を
行

い
一
旦
江
戸
城
に
戻
り
ま
す
。
三
成
は

八
月
十
日
に
美
濃
国
大
垣
城
に
入
り
家

康
方
と
の
合
戦
に
備
え
ま
す
。
家
康
方

の
先
鋒
で
あ
る
加
藤
清
正
ら
は
、
三
成

方
で
織
田
信
長
嫡
孫
の
秀
信
の
岐
阜
城

を
攻
め
ま
す
。
岐
阜
城
は
周
囲
か
ら
の

援
護
を
受
け
ら
れ
ず
、
落
城
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
後
家
康
は
九
月
一
日
、

江
戸
城
を
出
て
西
上
し
ま
す
。
そ
の
六

日
後
に
、
お
そ
ら
く
駿
河
国
島
田
辺
り

で
発
給
さ
れ
た
の
が
本
状
で
す
。
そ
の

後
九
月
十
五
日
に
は
家
康
軍
と
三
成
軍

は
美
濃
国
関
ヶ
原
で
激
突
し
、
家
康
軍

の
大
勝
と
な
り
ま
し
た
。
岐
阜
城
攻
め

は
前
哨
戦
と
し
て
幸
先
良
い
先
手
を

打
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
宛
先
は
誰

な
の
か
今
後
の
研
究
成
果
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

資
料
整
理
室
よ
り

〜
浅
井
氏
収
集
文
書
よ
り
〜

〜
浅
井
氏
収
集
文
書
よ
り
〜

徳川家康書状

〈
釈
文
〉

岐
阜
落
城
付
而
、

飛
脚
祝
着
之
至
候
、

追
々
吉
左
右
申
来
候
、

上
方
早
速
可
二
申
付
一
候
條
、

可
二
心
安
一
候
、
其
表
之
儀

無
二
油
断
一
様
肝
要
候
、

恐
々
謹
言

　
　

九
月
七
日　

家
康
（
花
押
）

〈
意
訳
〉

岐
阜
落
城
の
知
ら
せ（
或
い
は
お
祝
い
）が
届
き

嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
追
々
良
い
知
ら
せ
が
来

れ
ば
早
速
に
上
方
の
支
配
は
申
付
け
る
の
で

安
心
す
る
よ
う
に
。
警
戒
を
怠
た
ら
ぬ
よ
う
に
。

　
※
当
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
閲
覧
可
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一
　
富
山
県
と
近
代
教
育
の
は
じ
ま
り

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置

県
に
伴
う
最
初
の
富
山
県
の
設
置
か
ら

明
治
十
六
年
五
月
に
現
在
と
同
じ
県
域

を
持
つ
富
山
県
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

経
過
と
と
も
に
、「
学
制
」
か
ら
「
小

学
校
令
」
に
至
る
明
治
前
期
の
国
の
教

育
制
度
の
変
遷
と
富
山
に
お
け
る
小
学

校
開
設
の
動
き
に
関
わ
る
資
料
を
紹
介

し
ま
し
た
。「
教
育
令
布
告
ノ
件
」「
小
学

校
令
ヲ
定
ム
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）、

「
富
山
県
設
置
の
太
政
官
達
」（
当
館

所
蔵
）、『
学
制
』（
海
内
家
文
書
・
当

館
所
蔵
）、「
伏
木
小
学
校
設
立
に
つ
き

願
書
」（
高
岡
市
立
伏
木
図
書
館
所
蔵
）

な
ど
を
展
示
し
、「
大
日
本
帝
国
憲
法

（
複
製
）」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
は

全
条
文
を
読
め
る
形
で
展
示
し
ま
し
た
。

二
　
教
育
の
ひ
ろ
が
り

　

明
治
二
十
三
年
の
「
教
育
ニ
関
ス
ル

勅
語
」（
教
育
勅
語
）
の
下
賜
と
、
明
治

中
期
以
降
進
め
ら
れ
た
小
学
校
教
育
の

充
実
、
小
学
校
に
続
く
各
種
学
校
の
整

備
に
関
わ
る
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
教
育
勅
語（
複
製
）」「
小
学
校
教
則

大
綱
ヲ
定
ム
」「
高
等
女
学
校
令
ヲ
定

ム
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）、「
西
呉

羽
尋
常
小
学
校
授
業
料
領
収
簿
」（
中

村
家
文
書
・
当
館
所
蔵
）、「
尋
常
高
等

小
学
校
学
校
家
庭
通
信
簿
」（
高
浪
家

文
書
・
当
館
所
蔵
）
な
ど
を
展
示
し
ま

し
た
。

特
設
コ
ー
ナ
ー
①

　�

明
治
・
大
正
期
の
学
校
教
材

　

明
治
・
大
正
期
に
学
校
で
使
用
さ
れ

た
教
材
や
、
当
時
の
小
学
校
の
授
業
の

様
子
や
教
員
の
日
常
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
獣
類
一
覧
」

な
ど
の
動
物
の
図
四
点
と
、
植
物
を
描

い
た
「
博
物
図
」
四
点
の
教
育
参
考
掛

図
の
複
製
を
期
間
中
に
展
示
替
え
を
し

な
が
ら
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
教

授
日
録
（
第
一
巻
・
第
五
巻
）」（
富
山

県
教
育
記
念
館
所
蔵
）、『
越
中
地
誌
略
』

（
佐
伯
家
文
書
・
当
館
所
蔵
）、『
小
学

読
本　

巻
之
二
』（
羽
馬
家
文
書
・
当

館
寄
託
）
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

三
　
社
会
の
変
化
と
教
育

　

大
正
期
の
高
等
教
育
の
充
実
を
図
る

国
の
動
き
、
学
校
に
お
け
る
「
児
童
中

心
主
義
」
教
育
の
実
践
、
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
の
戦
争
に
よ
る
影
響
な
ど
、
社

会
が
変
化
す
る
な
か
で
教
育
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
の
か
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
大
学
令
○
高
等
学
校
令
ヲ
定
メ
○
中

学
校
令
中
改
正
ノ
件
ハ
枢
密
院
ヨ
リ
撤

回
ス
」「
小
学
校
令
改
正
ノ
件
」「
学
童

疎
開
強
化
要
綱
」（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
）、『
児
童
中
心
教
育
の
考
察
』（
富

 令和５年（2023）５月９日、富山県は明治16年（1883）の置県から140年の節目を迎えました。当館ではこれを記念し、10月
５日（木）から11月７日（火）にわたり、独立行政法人国立公文書館との共催による展示会を開催しました。我が国および富山
が近代化を進めた時代を「教育」の視点から振り返り、国立公文書館所蔵の国の貴重な公文書等と当館や県内関係機関所蔵
の郷土ゆかりの資料を合わせて展示し、ご紹介しました。

富山県置県140年記念
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教育参考掛図（複製）の展示風景

大日本帝国憲法（複製）の展示風景



山
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
・
富
山

県
立
図
書
館
所
蔵
）、『
新
時
代
に
於
け

る
学
校
組
織　

秋
季
学
年
の
提
唱
』（
富

山
市
刊
行
・
富
山
県
立
図
書
館
所
蔵
）、

『
郷
土
学
習
読
本
』（
富
山
県
氷
見
町

上
伊
勢
尋
常
小
学
校
刊
行
・
富
山
県
教

育
記
念
館
所
蔵
）、「
学
童
集
団
疎
開
事

務
委
員
委
嘱
状
」（
中
島
家
文
書
・
当

館
寄
託
）
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

特
設
コ
ー
ナ
ー
②
　

富
山
の
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
々

　

伏
木
港
の
近
代
化
に
尽
力
し
、
学
制

に
基
づ
く
県
内
最
初
の
小
学
校
で
あ
る

伏
木
小
学
校
設
立
に
関
わ
っ
た
藤
井
能

三
、
旧
制
富
山
高
等
学
校
（
現
・
富
山

大
学
）
の
設
立
の
た
め
に
多
額
の
寄
付

を
し
た
馬
場
は
る
、
旧
制
富
山
高
等
学

校
初
代
校
長
で
あ
っ
た
南
日
恒
太
郎
、

富
山
県
師
範
学
校
お
よ
び
旧
制
富
山
高

等
学
校
の
校
長
を
歴
任
し
た
蜷
川
龍
夫

の
四
人
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
叙
勲
に
関
す
る
記
録
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。

四
　
現
在
の
教
育
の
礎

　

現
在
に
つ
な
が
る
戦
後
の
教
育
制
度

改
革
、
新
制
の
富
山
大
学
の
開
学
に
関

わ
る
資
料
や
当
時
の
新
聞
記
事
（
高
岡

市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）
を
紹
介
し
ま

し
た
。「
日
本
国
憲
法（
複
製
）」「
教
育

基
本
法
」「
富
山
大
学
新
制
国
立
大
学

設
置
に
つ
い
て
」（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
）
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

講
演
会

　

十
月
十
八
日
（
水
）、
越
中
史
壇
会

の
布
村
徹
氏
を
お
招
き
し
、「
富
山
に

お
け
る
近
代
教
育
の
幕
開
け　

―
県
内

最
初
の
小
学
校
が
開
校
し
て
一
五
〇
年

―
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。YouTube

ラ
イ
ブ
配
信（
限
定
公

開
・
要
事
前
申
込
）
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ご
講
演
で
は
、
ま
ず
、
富
山
に
お
い

て
近
代
的
な
教
育
が
は
じ
ま
る
前
提
と

し
て
、
富
山
の
風
土
が
培
っ
た
県
民
の

先
見
性
・
進
取
の
気
性
や
、
売
薬
や
北

前
船
が
も
た
ら
し
た
情
報
を
収
集
・
選

択
す
る
力
、
江
戸
時
代
の
地
域
共
同
体

で
の
庶
民
に
対
す
る
教
育
の
発
展
に
つ

い
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
土
台
の

上
に
、
富
山
で
も
学
制
の
前
後
に
先
覚

の
士
が
小
学
校
設
立
に
尽
力
す
る
こ
と

で
近
代
教
育
を
牽
引
し
、
多
く
の
県
民

も
日
々
の
生
活
に
苦
労
し
な
が
ら
も
少

し
ず
つ
近
代
的
な
教
育
の
必
要
性
へ
の

理
解
を
深
め
、
関
わ
っ
て
い
っ
た
と
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
説
明
会

　

会
期
中
に
四
度
実
施
し
、
今
回
の
共

催
展
の
国
立
公
文
書
館
で
の
ご
担
当
で

あ
る
統
括
公
文
書
専
門
官
室
公
文
書
専

門
官
・
鈴
木
隆
春
氏
に
、十
月
五
日（
木
）

の
第
一
回
と
二
十
八
日
（
土
）
の
第
三

回
を
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
来
場
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
展
示
資
料
に
ま
つ
わ
る
興

味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
大
変
好
評
で
し
た
。

国
立
公
文
書
館
長

　
　�

来
館
・
県
知
事
表
敬
訪
問

　

十
月
二
十
四
日
（
火
）、
国
立
公
文

書
館
長
・
鎌
田
薫
氏
が
来
県
さ
れ
、
当

館
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
館

職
員
と
の
懇
談
の
後
、
当
館
職
員
が
展

示
説
明
、
施
設
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
富
山
県
庁
に
て
、
新
田
八
朗
富

山
県
知
事
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
知
事
　
来
館
・
展
示
視
察

　

十
一
月
三
日（
金
・
祝
）、
新
田
八
朗

富
山
県
知
事
が
視
察
の
た
め
当
館
に
来

館
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
の
担
当
職
員
が

展
示
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

上
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
展
示
資
料
一
覧

の
掲
載
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
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展示説明会の様子

布村徹 氏



　

六
月
十
五
日
（
木
）
の
第
三
回
は
、

富
山
県
［
立
山
博
物
館
］
学
芸
課
係
長

の
細
木
ひ
と
み
氏
に｢
霊
山
立
山
の
不

思
議　

―
ク
タ
ベ
と
天
狗
伝
説
―｣

と

題
し
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
霊
山
立
山
の
イ
メ
ー

ジ
が
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
、
語
り
継

が
れ
て
き
た
の
か
を
、
平
安
時
代
の
説

話
や
立
山
曼
荼
羅
に
基
づ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
立
山
に

ま
つ
わ
る
天
狗
伝
説
に
つ
い
て
、
関
連

文
書
の
記
述
に
基
づ
き
、
立
山
曼
荼
羅

や
天
狗
の
も
の
と
さ
れ
る
頭
骨
の
写
真

等
と
と
も
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、「
ク
タ
ベ
」
に
つ
い
て
は
、

記
述
の
あ
る
複
数
の
資
料
の
内
容
を
比

較
検
討
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
や
順
序

で
流
布
し
た
の
か
を
考
察
さ
れ
た
上
で
、

未
知
の
疫
病
へ
の
人
々
の
不
安
が
、
立

山
の
神
秘
性
や
薬
種
へ
の
期
待
感
を
抱

か
せ
、「
ク
タ
ベ
」
を
誕
生
さ
せ
た
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
民
の
生
活
や
文
化
に
深
い
関
わ
り

を
持
つ
立
山
の
歴
史
の
一
端
に
触
れ
、

改
め
て
立
山
へ
の
関
心
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
（
木
）
の
第
四
回
は
、

金
沢
工
業
大
学
客
員
教
授
で
石
川
県
近

世
史
料
編
さ
ん
室
室
長
の
木
越
隆
三
氏

に｢

前
田
利
長
の
隠
居
政
権
と
越
中
四

郡｣

と
題
し
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
前
田
家
に
よ
る
越
中
支

配
の
確
立
過
程
を
、
前
田
利
長
の
生
涯

と
事
績
の
紹
介
と
と
も
に
、
系
図
や
年

表
、
関
連
す
る
史
料
文
を
用
い
な
が
ら
、

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
豊
臣
か
ら
徳
川
へ
の
政
権

移
行
に
伴
う
前
田
家
の
難
し
い
立
場
や
、

そ
の
な
か
で
利
長
が
、
新
川
郡
所
属
問

題
の
決
着
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
た
か
を

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
利
長
が
そ

の
原
型
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
前
田

家
領
独
自
の
十
村
制
度
と
そ
れ
に
関
わ

る
地
域
史
料
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

藩
政
期
の
前
田
家
に
よ
る
越
中
支
配

の
有
り
様
や
、
当
時
の
農
民
の
生
活
の

実
態
へ
の
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

六
月
二
十
九
日
（
木
）
の
第
五
回
は
、

富
山
近
代
史
研
究
会
の
城
岡
朋
洋
氏
に

｢

富
山
県
の
明
治
維
新｣

と
題
し
て
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
現
代
に
生
き
る
我
々

に
と
っ
て
、
地
域
の
個
性
を
歴
史
に

探
る
こ
と
の
意
義
を
ご
指
摘
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
の
際
の
旧

富
山
藩
領
を
県
域
と
す
る
初
代
富
山
県

の
設
置
か
ら
明
治
十
六
年
の
石
川
県
か

ら
の
分
県
に
よ
る
現
在
と
同
じ
県
域
の

富
山
県
の
誕
生
に
至
る
経
緯
と
と
も
に
、

近
代
化
の
起
点
と
し
て
の
富
山
置
県
の

意
義
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
置
県
か
ら
二
十
年
後
の
明

治
三
十
六
年
の
府
県
廃
置
法
律
案
で
示

さ
れ
た
金
沢
県
設
置
に
伴
う
富
山
県
の

廃
県
に
対
す
る
反
対
運
動
に
つ
い
て
、

そ
の
際
に
提
出
さ
れ
た
各
種
の
建
白
書

と
石
川
県
か
ら
の
分
県
運
動
時
の
米
澤

紋
三
郎
に
よ
る
建
白
書
の
内
容
を
丹
念

に
読
み
解
き
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

置
県
か
ら
二
十
年
の
間
の「
富
山
県
民
」

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
定
着

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
山
県
民
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を

高
め
て
い
っ
た
明
治
時
代
の
郷
土
の
先

人
達
に
思
い
を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
現

代
に
生
き
る
富
山
県
民
と
し
て
、
先
人

た
ち
の
努
力
を
語
り
継
い
で
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
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細木ひとみ 氏（第３回）

木越隆三 氏（第４回）

城岡朋洋 氏（第５回）

前
号
に
引
き
続
き
、
第
三
・
四
・
五
回
の
歴
史
講
座
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



　

今
年
度
は
、
入
門
コ
ー
ス
を
八
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
、
初
級
コ
ー
ス
を
十

月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

四
回
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

入
門
コ
ー
ス
は
、
当
館
職
員
の
栄
夏

代
、
菖
池
由
美
子
、
髙
森
邦
男
、
寺
崎

美
希
子
が
講
師
を
担
当
し
、
古
文
書
や

く
ず
し
字
の
基
礎
知
識
の
習
得
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

初
級
コ
ー
ス
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
越
中
史
壇
会
会
員
の
宮
本
幸
江
先

生
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
幕
末
の
富
山

藩
を
取
り
巻
く
情
勢
と
関
所
固
め
」
と

題
し
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
富
山
藩
領
西
猪
谷
関
所
の
過

書
や
番
人
の
日
誌
（
橋
本
家
文
書
・
富

山
市
猪
谷
関
所
館
所
蔵
）
を
も
と
に
、

関
所
番
人
の
勤
め
や
幕
末
の
出
来
事

（
天
保
二
年
の
富
山
大
火
、
異
国
船
の

越
中
沖
航
行
、
天
誅
組
の
変
）
と
関
所

固
め
の
経
緯
に
つ
い
て
、
文
書
の
読
解

を
通
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

文
字
の
解
読
や
く
ず
し
方
の
解
説
に

留
ま
ら
ず
、
文
章
に
出
て
く
る
興
味
深

い
内
容
や
そ
の
背
景
ま
で
丁
寧
に
説
明

さ
れ
、
ま
た
当
時
の
地
図
等
の
資
料
を

効
果
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
興
味

深
く
江
戸
末
期
の
富
山
藩
の
様
子
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
方
か
ら
は
、「
宮
本
先
生

の
講
義
は
時
代
背
景
か
ら
内
容
ま
で
解

説
さ
れ
、と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

「
郷
土
資
料
が
題
材
と
な
っ
て
い
る
た

め
内
容
に
対
し
て
一
層
興
味
が
持
て
て
、

本
で
学
習
す
る
よ
り
も
数
倍
意
欲
が
湧

く
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度

（
入
門
・
初
級
コ
ー
ス
）

古
文
書
教
室

古
文
書
教
室

　

令
和
五
年
度
第
一
回
古
文
書
調
査
員

会
議
が
七
月
二
十
日
（
木
）
に
当
館
に

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
県
内
で
古
文
書
の
調
査

活
動
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
十
二
名
の

方
々
に
古
文
書
調
査
員
を
委
嘱
し
、
年

二
回
の
会
議
で
の
情
報
交
換
を
通
し
て

古
文
書
の
保
存
活
用
な
ど
に
つ
い
て
討

議
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
引
き
続
き
在
任
の
十
名
の
方
々
に

加
え
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
伊
藤
清
江

氏
と
今
枝
正
也
氏
に
調
査
員
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
ま
ず
、
今
年
度
実
施
予
定

の
古
文
書
実
態
調
査
の
概
要
を
報
告
し

ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
古

文
書
の
所
蔵

者
に
保
存
状

況
な
ど
を
お

尋
ね
す
る
も

の
で
、
毎
年

二
十
件
の
調

査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

続
い
て
、
各
地
区
の
調
査
員
の
方
々

か
ら
の
報
告
に
移
り
、
そ
の
中
で
、
古

文
書
の
整
理
・
保
管
に
関
し
て
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
個
人
所
有
の
貴

重
な
古
文
書
が
、
家
の
改
築
や
代
替
わ

り
な
ど
の
際
に
、
受
け
入
れ
先
と
し
て

の
公
的
機
関
が
身
近
に
な
い
場
合
に
は
、

他
市
の
施
設
・
機
関
に
流
出
し
て
し
ま

う
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
は
、コ
ロ
ナ
明
け
で
地
域

で
の
歴
史
掘
り
起
し
活
動
が
再
開
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
時
期
に
、
古
文

書
の
実
態
や
情
報
に
つ
い
て
タ
イ
ム

リ
ー
に
対
処
し
て
い
く
態
勢
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
少
し
で
も
古
文
書

解
読
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
人
の
裾
野

を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
回
の
古
文
書
調
査
員
会
議
は
、

令
和
六
年
二
月
十
五
日
（
木
）
に
開
か

れ
る
予
定
で
す
。

飯村　　滋
寺﨑眞理子
森井　祐子
五十嵐俊子
兼子　　心
平井　一雄
新井　てい
鈴木　瑞麿
仁ヶ竹亮介
伊藤　清江
今枝　正也
東出　紘明

調査員名簿（敬称略･50音順）

新川地区

富山地区

高岡地区

砺波地区
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宮本幸江 氏

初級コースの様子

古文書調査員会議

令
和
五
年
度

 

古
文
書
調
査
員
会
議

令
和
五
年
度

 

古
文
書
調
査
員
会
議



七
十
四

令
和
六
年
二
月
一
日
発
行

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.pref.toyama.jp/1147/kensei/kouhou/1147/

　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資

料
展
「
日
本
の
近
代
教
育

の
あ
ゆ
み
と
富
山
」
の
展

示
資
料
の
尋
常
小
学
校
の
卒
業
証
書
に

記
載
さ
れ
て
い
た「
修
業
年
限
四
ヶ
年
」

と
い
う
表
現
と
「
訓
導
」
と
い
う
言
葉

が
気
に
な
っ
た
の
で
詳
し
く
教
え
て
ほ

し
い
。

　

展
示
資
料
は
、
当
館
所

蔵
の
中
村
家
文
書
の
な
か

の
尋
常
小
学
校
の
卒
業
証

書
で
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

三
月
に
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
修
業
年
限
四
ヶ
年
」
に
つ

い
て
で
す
。
明
治
五
年
の
学
制
で
は
尋

常
小
学
校
は
下
等
（
四
年
）、上
等
（
四

年
）
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
明
治

十
九
年
の
小
学
校
令
に
よ
り
、
小
学
校

は
尋
常
小
学
校
（
四
年
）
と
高
等
小
学

校
（
四
年
）
の
二
段
階
と
な
り
、
尋
常

小
学
校
の
修
業
年
限
期
間
だ
け
が
義
務

教
育
期
間
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
展
示

資
料
は
こ
の
段
階
の
も
の
で
す
。
そ
の

後
、
数
度
の
変
遷
を
経
て
、
明
治
四
十

年
に
義
務
教
育
期
間
の
修
業
年
限
が
六

年
間
に
延
長
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
（
六

年
）
と
高
等
小
学
校
（
二
年
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
は
、

尋
常
小
学
校
は
、
国
民
学
校
と
い
う
名

称
と
な
り
、
初
等
科
（
六
年
）
と
高
等

科
（
二
年
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
二
十
二
年
の
学
校
教
育
法
の
施
行
と

と
も
に
順
次
廃
止
さ
れ
、
現
行
の
小
学

校
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
「
訓
導
」
に
つ
い
て
で
す
。
訓

導
と
は
戦
前
の
教
育
制
度
に
お
け
る
尋

常
小
学
校
な
ど
の
教
員
の
職
階
の
一
つ

で
、
現
在
の
制
度
に
お
け
る
教
諭
と
同

等
の
職
に
あ
た
り
ま
す
。
訓
導
に
な
る

に
は
、
師
範
学
校
を
卒
業
、
又
は
小
学

校
教
員
の
資
格
検
定
に
合
格
し
て
、
小

学
校
教
員
免
許
規
則
（
明
治
十
九
年
制

定
）
に
基
づ
く
教
員
免
許
状
を
有
し
て

い
る
こ
と
が
要
件
で
し
た
。

　

戦
前
の
小
学
校
教
員
に
は
、
一
部
教

科
に
関
し
て
の
み
免
許
状
を
有
し
て
い

る
準
訓
導
や
、
免
許
状
を
有
し
て
い
な

い
代
用
教
員
な
ど
の
職
階
も
あ
り
ま
し

た
。
一
旦
、
代
用
教
員
に
な
っ
た
上
で

在
職
中
に
小
学
校
教
員
の
資
格
検
定
を

経
て
教
員
免
許
状
を
取
得
し
、
訓
導
と

な
っ
た
教
員
も
多
く
い
ま
し
た
。

歴
史
講
座
に
つ
い
て

　
令
和
六
年
度
も
五
〜
六
月
に
か
け

て
開
催
し
、
様
々
な
時
代
・
分
野
の

専
門
家
を
講
師
に
お
招
き
し
、
全
五

回
シ
リ
ー
ズ
で
原
始
か
ら
近
代
に
い

た
る
「
富
山
県
の
あ
ゆ
み
」
を
学
び

ま
す
。

　
対
面
講
座（
定
員
五
十
名
）に
加
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
（
事
前
の
視
聴
申

し
込
み
が
必
要
）
も
実
施
予
定
で
す
。

皆
様
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
日
程
・
内
容
や
申
込
方
法
・
申
込

期
間
な
ど
は
、
三
月
中
頃
ま
で
に
チ

ラ
シ
や
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

『
富
山
県
公
文
書
館
文
書
目
録

�

歴
史
文
書
三
十
七
』
発
行
予
定
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ナ
ー

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ナ
ー

　

令
和
六
年
三
月
に
目
録
の
三
十
七
集

を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

当
目
録
に
は
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
た

菊
池
家
文
書
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

当
文
書
は
、
砺
波
郡
の
十
村
役
を
務

め
た
野
尻
村
（
旧
、
福
野
町
）
の
菊
池

家
伝
来
の
史
料
群
で
す
。

　

当
家
の
史
料
の
大
部
分
は
富
山
大
学

附
属
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
一
部
当
家
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の

を
当
館
が
預
か
り
、
目
録
化
し
ま
し
た
。

内
容
は
十
村
役
の
職
務
に
関
わ
る
農
政

関
係
の
ほ
か
、
菊
池
家
の
由
緒
・
家
政

や
歴
代
当
主
の
文
芸
活
動
に
関
す
る
も

の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

十
村
層
の
公
私
に
わ
た
る
姿
が
窺
え

る
史
料
群
で
す
。

尋常小学校卒業証書（中村家文書　当館所蔵）


